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　投稿

高齢者ショートステイにおける生活相談員業務の実態調査
－業務の「実施状況」と「必要性認識」に着目して－

口
クチムラ

村　淳
アツシ
＊

目的　短期入所生活介護（以下，ショートステイ）における生活相談員（以下，相談員）業務の
「実施状況」ならびに「必要性認識」を明らかにし，その特徴について検討することを目的と
する。

方法　無作為抽出（系統抽出法）した短期入所生活介護500施設に所属する相談員（ 1 施設 1 人）
を対象に，郵送調査を実施した。調査時期は，2010年10月（ 1 カ月間），回収割合は50.8％で
ある。28項目の業務内容を，「実施状況」ならびに「必要性認識」の視点から，それぞれ 4 件
法で尋ねた。また，「実施状況」と「必要性認識」の差については，両項目の平均値の差を検
定（ｔ検定）した。

結果　ショートステイにおける相談員業務の傾向として，連絡調整，相談，入退所に関する業務が，
「実施状況」「必要性認識」ともに高い割合がみられた一方で，介護関連の割合は両項目とも
に低かった。また，スタッフ教育，経営管理，人間関係調整に関する業務も，相談員中心の業
務という意味では，両項目とも 5 割程度にとどまった。さらに，「実施状況」と「必要性認
識」の平均値の差を検討したところ，「利用者の送迎」「入所判定」「利用者・家族の入所前相
談面接」をはじめとする 7項目で，「実施状況」が「必要性認識」を有意に上回った。

結論　本調査の結果，ショートステイの相談員業務における「実施状況」と「必要性認識」は，お
おむね一致していることが明らかになった。しかし，一部の業務では，「実施状況」が「必要
性認識」を上回っていた。これは，本来，他職種が中心または他職種と協働で実施する業務で
あるにもかかわらず，相談員が担うことになっている可能性を示している。そのためにも，施
設内の他職種との業務調整，業務分掌による系統的な体制整備の必要性等が示唆された。

キーワード　ショートステイ，生活相談員，業務の実施状況，業務の必要性認識

Ⅰ　は　じ　め　に

　短期入所生活介護（以下，ショートステイ）
は，在宅の要介護高齢者が短期間施設に入所し，
介護等を受けるサービスのことである。介護保
険制度における在宅サービスの 1つに位置づけ
られている。ショートステイについては「介護
負担の軽減に果たす役割は高く評価されている
が，その一方で，利用する高齢者・家族や

ショートステイ実施施設から，さまざまな問題
が指摘されていることも事実である」1）という
指摘がある。ショートステイの諸問題を解決し
ていくには，施設のソーシャルワーカーといわ
れる生活相談員（以下，相談員）が重要な役割
を担うと考えられる。しかし，ショートステイ
は「居宅サービスと施設サービスの両方の性格
を併せ持った，中間的なサービス」2）といわれ
るように，特別養護老人ホーム（以下，特養）
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などの介護保険施設とは異なる
特徴をもつ。たとえば，利用期
間（サービス提供期間）が短く
断続的であること，利用者の生
活基盤が在宅にあること，利用
者よりも介護者の意向が優先さ
れやすいこと等があげられる3）。
したがって，ショートステイに
おける相談員の業務には，特養
の相談員業務とは異なる傾向が
あると推察される。
　相談員業務に関する調査研究
は，これまでに様々な視点から
実施されてきた。代表的なもの
に，業務の遂行頻度や優先順位
等を調査した研究4）-9），特養と
老人保健施設の相談員業務の比
較により施設ソーシャルワーク
の構造を明らかにした研究10），
タイムスタディで業務分析を
行った研究11），相談員のキャリ
ア特性やバーンアウトに焦点を
あてた研究12），相談員の職務満
足度に焦点をあてた研究13）など
がある。1980年代後半から現在
に至るまで発表されている背景
には，未だに相談員の業務内容
が不明確なこと，あるいはソー
シャルワーカーとしての業務が
確立していないこと等が根底に

設・事業所調査名簿」14）に記載されている短期
入所生活介護6,216施設から，無作為抽出（系
統抽出法）した500施設に所属する生活相談員
（ 1施設 1名）とした。無記名，自記式の調査
票を作成した上で，各施設の施設長宛てに目的
と内容を記した依頼書と調査票を郵送した。施
設長から相談員に記載を請う形で実施した。回
収は同封した返送用封筒を用いて，個別に返信
してもらう方法をとった。調査期間は2010年10
月（ 1カ月間）であり，回収割合を向上させる
工夫として，10月下旬に再依頼書を 1回送付し
た。施設の休止により，発送元へ計 2通が返送

あるものと推測される。しかし，先行研究の多
くは特養などの長期入所施設を対象としており，
本稿のテーマであるショートステイに焦点をあ
てた調査研究は，筆者の調べた限りではみられ
なかった。そこで本研究では，ショートステイ
における相談員業務の実態を明らかにした上で，
その特徴について検討することを目的とする。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査対象および方法
　調査対象者は，「平成17年介護サービス施
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図 1　業務の「実施状況」
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された。これらを除いた498通のうち，回収数
は253通（50.8％）であった。

（ 2）　調査項目
　調査内容は，施設・回答者の基本属性，相談
員業務の内容，悩み（自由記述）である。この
うち，相談員業務の内容を本稿での主たる分析
の対象とした。相談員業務の内容は，既述した
和気の実施した調査項目10）を参考に，口村の
ショートステイにおける相談員業務のカテゴリ
生成の結果15）を加味して選定した28項目である。
回答方法は，東京都社会福祉協議会の調査9）を
参考に，業務の「実施状況」と「必要性認識」

の視点から質問する形式を採用した。図 1（実
施状況）および図 2（必要性認識）に示した 4
件法で把握した。

（ 3）　倫理的配慮
　調査依頼書に研究目的と倫理的配慮（プライ
バシーの保護，無記名であること，研究目的に
限定した調査結果の使用，施設や個人が特定さ
れない形での分析と公表）を明記した。また，
研究に対する問合せにはいつでも応じる準備が
あることを明記し，連絡があった際には誠意を
もって対応した。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　施設・回答者の属性
　施設および回答者の属性は，
表 1のとおりである。事業形態
では，併設型が全体の約 9割を
占めていた。居室形態では，多
床室ならびに個室と多床室の混
合が，ともに39.5％で最も多く，
両者で全体の 8割を占めていた。
事業開始年では，平成11年～15
年が42.3％で最も多い。定員で
は， 6～10人が34.0％と多かっ
た。回答者の属性をみると，男
性が57.3％，女性が42.7％で
あった。年齢は，30代が全体の
約半数を占め，平均年齢は37.6
歳（22～66歳）であった。現施
設における経験年数は， 1年未
満～ 5年が68.4％と最も多く，
平均経験年数は，4.8年（ 2 カ
月～20年）であった。取得資格
について，複数選択で回答して
もらったところ，社会福祉主事
が63.2％と最も多く，次いで介
護福祉士58.1％であった。現在
の仕事に最も関わりのある資格
は何かという問いに対しては，
介護支援専門員が29.2％と最も
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図 2　業務の「必要性認識」
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多く，次いで社会福祉主事28.5％であった。回
答者のうち，約 2割が施設ケアマネジャーを兼
務していた。
　本研究は無作為抽出を行ったこともあり，厚
生労働省の「平成17年介護サービス施設・事業
所調査結果」16）と比較して，ユニット型個室の
割合（全国：10.5％），相談員に占める社会福
祉士の割合（全国：24.2％）でほぼ一致した結
果が得られた。

（ 2）　業務の「実施状況」
　業務の「実施状況」は図 1のとおりである。
「相談員が主として実施している」と「相談員
と他職種と協働で実施しているものの，相談員
が中心である」を加算した割合が高い上位 5項
目をあげると，「施設外の関係機関との連絡・
調整」（91.7％），「家族との連絡・調整」
（89.3％），「利用者・家族の入所前相談面接」
（88.2％），「施設内の各職種との連絡・調整」
（87.8％），「予約受付・調整」（87.7％）で
あった。28項目中 9項目（32.1％）で，加算し
た割合が 8 割を超えていた。また，「相談員が
主として実施している」だけで 5割を超える業
務は，多い順に「施設外の関係機関との連絡・
調整」（72.7％），「予約受付・調整」（69.4％），
「利用者・家族の入所前相談面接」（62.5％），
「利用者の公的手続きの代行」（54.3％），「家
族との連絡・調整」（54.1％），「苦情対応」
（52.2％），「施設内の各職種との連絡・調整」
（51.0％）の 7項目であった。
　逆に，「相談員が主として実施している」と
「（前略）相談員が中心である」を加算した割
合が低かった項目は，低い方から「利用者の介
護」（7.5％），「レクリエーションの援助」
（7.9％），「行事の企画・準備・運営」（28.2％），
「施設の経営管理に関する業務」（42.4％），
「職員へのスーパービジョン」（43.6％）で
あった。

（ 3）　業務の「必要性認識」
　業務の「必要性認識」は図 2のとおりである。
「相談員が主として実施すべきである」と「相

談員と他職種と協働で実施するものの，相談員
が中心となるべきである」を加算した割合が高
い上位 5 項目をあげると，「施設外の関係機関
との連絡・調整」（90.4％），「予約受付・調
整」（88.4％），「利用者・家族の入所前相談面
接」（88.2％），「家族との連絡・調整」（88.1％），

表 1　施設・回答者の属性（ｎ＝253）
（単位　人，（　）内％）

施設の属性
　事業形態
　　単独型 27(10.7)
　　併設型 219(86.5)
　　不明 7( 2.8)
　居室形態
　　ユニット型個室 31(12.3)
　　従来型個室 20( 7.9)
　　多床室 100(39.5)
　　個室と多床室の混合 100(39.5)
　　不明 2( 0.8)
　事業開始年
　　平成以前 31(12.3)
　　平成元年～ 5年 36(14.2)
　　平成 6～10年 39(15.4)
　　平成11～15年 107(42.3)
　　平成16年～ 37(14.6)
　　不明 3( 1.2)
　定員
　　 1～ 5人 35(13.8)
　　 6～10 86(34.0)
　　11～15 22( 8.7)
　　16～20 82(32.4)
　　21人～ 25( 9.9)
　　不明 3( 1.2)
回答者の属性
　性別
　　男性 145(57.3)
　　女性 108(42.7)
　年齢
　　20代 48(19.0)
　　30 125(49.4)
　　40 37(14.6)
　　50代以上 42(16.6)
　　不明 1( 0.4)
　現施設における経験年数
　　 1年未満～ 5年 173(68.4)
　　 6～10年 57(22.5)
　　11年以上 23( 9.1)
　取得資格（複数選択）
　　社会福祉士 68(26.9)
　　介護福祉士 147(58.1)
　　精神保健福祉士 8( 3.2)
　　介護支援専門員 124(49.0)
　　看護師 3( 1.2)
　　管理栄養士 4( 1.6)
　　社会福祉主事 160(63.2)
　　訪問介護員 56(22.1)
　　その他 12( 4.7)
　現在の仕事に最も関わりのある資格
　　社会福祉士 56(22.1)
　　介護福祉士 42(16.6)
　　介護支援専門員 74(29.2)
　　社会福祉主事 72(28.5)
　　その他 9( 3.6)
　施設ケアマネとの兼務
　　している 56(22.1)
　　していない 197(77.9)
平均年齢 37.6歳（22～66歳）
現施設での平均経験年数 4.8年（ 2カ月～20年）
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「施設内の各職種との連絡・調整」
（86.5％）であった。28項目中 9項
目（32.1％）で，加算した割合が 8
割を超えていた。また，「相談員が
主として実施すべきである」だけで
5割を超える業務は，多い順に「施
設外の関係機関との連絡・調整」
（67.3 ％），「予約受付・調整」
（59.2％），「利用者の公的手続きの
代行」（56.0％）の 3項目であった。
　逆に，「相談員が主として実施す
べきである」と「（前略）相談員が
中心となるべきである」を加算した
割合が低かった項目は，低い方から
「利用者の介護」（4.8％），「レクリ
エーションの援助」（6.8％），「行事
の企画・準備・運営」（21.6％），
「施設の経営管理に関する業務」
（39.4％），「施設内研修の企画・運
営」（42.4％）であった。

（ 4）　業務の「実施状況」と「必要
性認識」との差

　本研究の回答方法は，値の等間隔性が保障さ
れた間隔尺度や比率尺度ではない。しかし，一
定の序列を表す順序の尺度と考えられることか
ら，「実施状況」および「必要性認識」の回答
項目に 1点から 4点までの得点を与え，それら
を集計し，平均値を算出した。数値が高いほど，
「実施状況」および「必要性認識」が高いと一
応の解釈ができる。さらに，両項目の平均値の
差について検定（ｔ検定）を行った（表 2）。
　その結果，28項目中19項目（67.9％）におい
て，「実施状況」が「必要性認識」を上回って
いた。そのうち「利用者・家族の入所前相談面
接」「入所判定」「利用者の送迎」（ｐ＜0.01），
「利用者・家族へのアフターケア」「施設外会
議への参加」「ベッドコントロール」「家族との
連絡・調整」（ｐ＜0.05）の 7 項目で有意差が
みられた。逆に，「調査・研究」「職員へのスー
パービジョン」をはじめとする 7 項目は，「必
要性認識」が「実施状況」を上回っていたもの

の，有意差は認められなかった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究では，ショートステイにおける相談員
の業務内容について，「実施状況」と「必要性
認識」の視点から，実態把握を行った。その結
果，連絡調整（№15，16，17），相談（№6，
27），入退所（№1，2，3，13）に関する業務が，
「実施状況」「必要性認識」ともに高い割合が
みられた一方で，介護関連（№7，8，10）の割
合は両項目ともに低かった。また，スタッフ教
育（№23，24，26），経営管理（№20），人間関
係調整（№5）に関する業務も，相談員が中心
という意味では，両項目とも 5 割程度にとど
まった。さらに，「実施状況」と「必要性認
識」の平均値の差を検討したところ，28項目中
7 項目（25.0％）で，「実施状況」が「必要性
認識」を有意に上回った。以上のような結果を
踏まえ，本節では以下の 3点について考察を行

表 2　業務の「実施状況」と「必要性認識」の差
実施
状況

必要性
認識 差 有意性

1　利用者・家族の入所前相談面接 3.45 3.23 0.22 **
2 　入所判定 3.04 2.85 0.19 **
3 　予約受付・調整 3.50 3.37 0.13 ns
4 　ベッドコントロール 2.90 2.67 0.23 *
5 　利用者間の人間関係調整 2.52 2.41 0.11 ns
6 　利用者・家族との相談面接 3.16 3.10 0.06 ns
7 　レクリエーションの援助 1.56 1.63 -0.07 ns
8 　利用者の介護 1.46 1.47 -0.01 ns
9 　利用者の送迎 2.72 2.38 0.34 **
10　行事の企画・準備・運営 2.08 1.99 0.09 ns
11　ケアプランの作成 2.58 2.47 0.11 ns
12　ケアプランの利用者・家族への説明 2.82 2.70 0.12 ns
13　利用者・家族へのアフターケア 3.25 3.11 0.14 *
14　利用者の公的手続の代行 2.89 2.90 -0.01 ns
15　施設内の各職種との連絡・調整 3.33 3.24 0.09 ns
16　施設外の関係機関との連絡・調整 3.60 3.50 0.10 ns
17　家族との連絡・調整 3.40 3.27 0.13 *
18　施設内会議の準備・運営 2.71 2.62 0.09 ns
19　施設外会議への参加 3.02 2.82 0.20 *
20　施設の経営管理に関する業務 2.27 2.17 0.10 ns
21　地域の社会資源の開発 2.42 2.55 -0.13 ns
22　ボランティアの受入れ・調整 2.62 2.63 -0.01 ns
23　実習生の受入れ・指導 2.31 2.31 0.00 ns
24　施設内研修の企画・運営 2.33 2.28 0.05 ns
25　調査・研究 2.26 2.27 -0.01 ns
26　職員へのスーパービジョン 2.26 2.30 -0.04 ns
27　苦情対応 3.31 3.20 0.11 ns
28　地域との交流 2.65 2.65 0.00 ns

注　*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，ｔ検定
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う。
　第 1 に，「利用者間の人間関係調整」が，相
談員が中心という意味では，「実施状況」「必要
性認識」ともに 5割程度にとどまっていた。利
用者間の関係調整は，東京都社会福祉協議会の
調査8）では「積極的に関わっている」と「ある
程度関わっている」の合計が95.2％，日本社会
福祉実践理論学会の調査7）では91.8％と高い実
施率を示しており，特養を対象にした先行研究
と本研究との違いが浮き彫りになった。ショー
トステイでは利用者の滞在期間が短いため，人
間関係の齟齬が生じる場面自体が，特養と比べ
少ないのかもしれない。一方で，本研究では
「（前略）他職種が中心となるべきである」が
44.8％と最も多く，半数近い相談員が，当業務
を他職種の業務として捉えている傾向がわかる。
本研究では，介護，レクリエーション，行事と
いった利用者と直接関わる業務が低い割合を示
したことから，「利用者間の人間関係調整」も，
これらの業務の延長線上に位置づけられている
ことが推測される。しかし，家庭環境や利用に
至る経緯を把握する立場にある相談員が，当業
務に関与することで，より円滑に調整が進む可
能性も考えられる。その意味では，相談員自身
が当業務の重要性について再認識する必要が示
唆された。
　第 2 に，「利用者・家族の入所前相談面接」
は，相談員が中心という意味では，「実施状
況」「必要性認識」ともに 8 割を超えていた。
しかし，「実施状況」をみると「相談員と他職
種が協働で実施しているものの，相談員が中心
である」が25.7％に対し，「必要性認識」では
「相談員と他職種が協働で実施するものの，相
談員が中心となるべきである」が47.4％と，20
ポイント以上の差がみられた。つまり，他職種
協働の必要性が高い業務であるにもかかわらず，
実際には相談員が担っている状況がうかがえる。
入所前相談面接を介護職や看護師等と協働で行
うことの意義は，利用者に関する多角的なアセ
スメントが行えることのほかに，利用者と事前
に顔合わせすることで，利用当日に安心感を与
える長所があるといわれる17）。当業務が他職種

協働で行いにくい背景には，利用者・家族の都
合を優先した上で，日程調整が行われることが
関係しているのではないか。こうした過程に，
ローテーション勤務のある職種が馴染みにくい
ことは理解できよう。すべてのケースは難しい
としても，可能な限り業務の調整を行うなど，
関係する職種に入所前相談面接への関与を促す
ことも必要と思われる。
　第 3 に，「実施状況」が「必要性認識」を有
意に上回った項目の 1 つに，「利用者の送迎」
がある。送迎は，介護報酬体系に規定されてい
るという点において，特養にはないショートス
テイの特徴的なサービスの 1つである。利用者
ならびに介護者にとって，施設までのアクセス
を確保する送迎サービスの意義は大きい。しか
し，送迎を誰が担当するかは，配置基準で定め
られているわけではなく，各施設の裁量に任せ
られている。実際には半数以上の相談員が関
わっていることが，図 1から読み取れる。送迎
業務は，家族介護者との情報交換の場であり，
また利用前後の利用者をリラックスさせる機会
といわれる18）。しかし，反面，時間を要する業
務の 1つとされており19），他の業務を圧迫する
ことも懸念される。そのためにも，施設におけ
る業務分掌を定め，系統的に送迎業務に対応で
きる体制の整備が求められる。
　最後に本研究の課題を述べる。本研究では，
サンプリングの際に層化抽出を行っていないた
め，併設型施設が 8割以上を占め，単独型施設
は 1割と偏りがみられた。また同様に，ユニッ
ト型個室も 1割程度と少なかった。本研究は，
全国におけるショートステイの分布状況を把握
するという点では意義があったが，併設型と単
独型，もしくは，従来型とユニット型といった，
施設属性ごとの業務比較を行うには，サンプル
数の点で十分とはいえなかった。この点につい
ては，今後の研究課題としたい。
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